
第 13回東京都形剣道大会要項

1.主  催   東 京 都 lll道 連 盟

2.期   日    平成 30年 1月 13日 ∈D 午前 10時開始 (午前 9時間門)

3.場  所   薙 で粛 韮

[曇曇雷雪雪皐農畠黒轟墨猷東口薄鯵5分 ]

4.種 目・種別    日本剣道形試合  三段以下の部、四・五段の部、六・七段の部

5.参 カロ資 格    (1)東京都剣道連盟の登録会員であること。
(2)中学生以下は参加できない。

(3)段位の基準は、平成 29年 11月 1日現在とする。

6.チーム編成    (1)打畑 、仕畑 2名をもつて 1組とする。
(2)申込後の打太刀、仕太刀の変更は認めない。

(3)申込後、選手に事故が生じて出場不可能になった場合は、当日の開会式

開始時までに本部へ届けたものに限り変更を認める。

7.参 加 人 員    各団体とも三段以下の部、四・五段の部、六・七段の部各々 1組とする。
ただし、西東京剣道連盟は各々 3組以内とする。

8.試 合 方 法    参加組を予め抽選により組合せ、トーナメント法をもって試合を行い、種別ご
とに優勝、 2位、3位(2縛 を決定する。

9.試 合 内 容   別黎 要領による

10.試合審判規員」   東京都剣道連盟日様 1麟

11.参カロ申込方法    (1)申込期日 平成 29奪

傷害保険料を一括して申し込むこと。

2チーム以上申し込む団体は、申込書の右肩にA、 B、 Cチームと区別して



記載すること:

鬱)申込場所 〒105-0004 港区新橋←24-2
東 京 都 貪1道 連 盟

TEL  03-5405-2166    FAX  03-5405-3680

(3)参 加 料   1組 につき 2, 160円
(4)傷害保険料  1ヽ組につき   400円

東京都剣道連盟にて行う。

(1)種別ごとに優勝、2位、 3位 (2組)および敢闘賞 (1組

(2)種別ごとに得点を与え、総合優勝団体にはカップ (持回り)

ともに、総合成績 3位までを表彰する。

(3)得点は次のとおり

を表彰する。

を授与すると

12.組合せ抽選会

13.表  彰

14.個人情報

保護法ヘ

の 対 応

15.そ の 他

申込書に記述される個人議 議風団鶴 、称号 。段位、漢字墜 、年齢、住所、

職業等)は東京都剣道連盟が実施する本大会運営のために禾」用することがある。
なお、所属団体名、氏名、年齢等の駒小限の個人情報は必要の都度、目的に合わ

せ公表媒体 (掲示用紙、ホームページ、東京剣連たより等)に公表することがあ
る。 (以上を申込者に周知して下さい。)

(1)本大会に参加する選手は、必ず所属団解 と姓を記入の名札をつける。

(2)主催者は、大会中の事故に対し (大会会場への往復途上を含む)、 傷害保険

ヤ議員対 る。なお、大会実施中、傷害発生の場合は、応急処置を講じ、病院

等で治療を受けられるよう手配する。この場合の治療費1瑯 、が負担する。
(3)車の乗り入れは厳禁されております。又付近の道路は駐車禁上になっており

ますので特にご注意下さい。

順 位 優 勝 2位 3 4立 3  准と 5位 5位 5位 5位

得 点 12 9 7.5 7.5 4.5 4.5 4.5 4.5



試合実施要領

1.試合者について

(1)各部とも本刀により行う。

(2)服装は剣道着・袴とし、垂をつける。

垂には所属団体と姓を記入の名札をつける。

(3)所作および試合の体形について (下図参照)

①試合開始までに所定の位置で対戦チームと立礼を行った後、打・仕相互の

座札を済ませ、立会の問合(9歩の距熙∋に立つ。

②立会の問合にて上座に率Lをして向い合い、主審の「始め」の宣告により相互の

礼を行い、試合に入る。

③主審の「判自 の宣機 、上座に礼をして退場する。

④退場後、所定の位置で座礼および立礼を行う。

⑤勒 際には、試合者は試合場の立会の問合(仕太刀側)に横に揃つて立ち、

一礼する。宣告を受けた後、‐礼をして退場する。

2,審判員について                              、

(1)服装は紺の剣道着、袴とする。

(2)所作等について(下図参照)

①試合の開始時は、一礼した後、所定の席に座る。

②試合開始時には、主審は起立し、試合者が上座の礼を済ませ、互いに向き合つ

た時「始め」と宣告する。宣告後は着窯。

③試合終了後、主審は起立し、左右の手に審判旗を持ち、畔J定」と宣告した後、

勝者の旗を真上に上げて表示する。

④副審は主審が審判旗を持つのに合わせて左右の手を赤自の審判旗の柄に添え、

主審が「判定」と宣告した後、着席のまま勝者の旗を真上に上げて表示する。

⑤主審は上がった旗を確認し、「勝負あり」と宣告する。

③主審と異なる旗を副審が2本上げたときは、主審は旗を_上げ直して「勝負あり」

と宣告する。



―

⑦判定には引き分け、棄権の表示をすることはできない。

③不戦勝の宣告については主審は起立し、勝者の旗を真上に上げて「勝負あり」
と宣告する。

⑨交代は、自席横で行う。

⑩第二試合開始時およ囀 開始時とも審判は正面に礼を行わない。

⑪所作は一回戦から決勝戦まで同硯

⑫机の上にメモ用紙、鉛筆を置く。

3.演武本数について

①三段以下の部

一回戦から準々決勝戦まで太刀 5本 (7本のうち)。 準決勝。決勝は太刀7ヘ
選択された形は、開会式時に発表する。

②四・五段の部および六・七段の部

1・ 2回戦は太刀5本 (7本のうち)、 準 決々勝:ま頬 5本 (7本のうち)
小太刀 3本、準決勝。決勝ク却 7本小太刀3人

選択された形は、開会式時に発表する。
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日本剣道形試合 評価項目

1
Ｉ
Ｌ
ウ
↑ 法、五つの構え、気 位

2.順序の正確さ 打 0仕の兼合い 緩急・強弱

3.充実した気迫で一足一刀の間合から一拍子で打突、刃筋

4.正 しく振りかぶり物打で打突 足さばき 気合

5 残 心 (理合の完成度の表現)


